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以下の問いに対する解答を別紙の解答用紙に書きなさい。

問１　インテル社の会長であったグローブ（Andrew S. Grove）の”Only the Paranoid Survive”［技術革新に対してパラノイド（偏執狂）的であるものだけが、企業間競争で生き残ることができる］という考え方に基づき、インテル社は自社の技術上の競争優位を確保するために不断の技術革新に取り組んだ。このことに関連した以下の問いに答えなさい。

(1) CPU市場の場合を例に取り、”Only the Paranoid Survive”ということをわかりやすく説明しなさい。

(2) 技術革新のプロセスは、シーズ(seeds)とニーズ(needs)という二つの要因との関連で考察することができる。そのことに関連して、「シーズ主導」説（シーズが技術革新のプロセスを導く）と「ニーズ主導」説（ニーズが技術革新のプロセスを導く）という二つの対立的な考え方が主張されることが多い。インテル社のCPUの技術革新のプロセスをシーズ(seeds)とニーズ(needs)という二つの要因との関連で説明する場合には、「シーズ主導」説と「ニーズ主導」説のどちらがより当てはまるのか、あるいは、そのどちらでもないのかを、根拠を挙げながらわかりやすく説明しなさい。

問２　IBM社のパソコン事業をclosed戦略 vs open戦略という視点から説明するとどのようになるかということに関連した以下の問いに答えなさい。

(1) IBM社がパソコン開発に当たって1970年代後半に取ったやり方はclosed戦略と見ることができる。IBM社の1970年代後半のパソコン開発のやり方がclosed戦略であることをわかりやすく説明しなさい。

(2) IBM社がclosed戦略に基づいて開発した製品は、個人向けに販売することを目的としたコンピュータとしてのパソコンとしては失敗であった。どういう意味で失敗であったのか、また、どうしてそのような失敗が生じたのかをわかりやすく説明しなさい。

(3) IBM社は1970年代後半のclosed戦略に基づく製品開発の失敗を教訓として、open戦略に基づく製品開発をおこなうことで成功を収めることができた。IBM社がopen戦略を取ったのは、パソコン市場形成期に成功を収めた企業がそうしたopen戦略に基づく製品開発をおこなっていたことを参考にしたと思われる。「どの企業とどの企業がopen戦略に基づく製品開発をおこなって成功を収めたのか？」、「それらの企業が取った製品開発がどのような意味でopen戦略であったのか？」を説明しなさい。

(4) パソコン開発に当たって、closed戦略よりもopen戦略を取ることで成功できた理由に関して、パソコンという製品の技術的構成という視点からわかりやすく説明しなさい。

(5) IBM社はopen戦略を取ることで圧倒的な成功を1980年代前半に納めることができたが、現在ではパソコン市場でのシェアもさほど大きくはないし、パソコン事業からあまり大きな利益を上げてもいない。そうした現在の状態に関して、open戦略との関連でわかりやすく説明しなさい。

